
背景 /パッケージ化する施設とケアの現場
施設のパッケージ化と脱施設化01

　かつての人達は支え支えられるケアの関係性があり、日
常の中に支え合いの福祉が私的に存在していました。しか
し、現代のケアの現場では、制度や施設の概念が建物を形
づくり、建物に入った後のふるまい方や使い方・関わり方
限定されてしまいます。つまり、建物の中にケアのふるま
いが閉じ込められ、建築という物理的な箱を通してパッケー
ジ化されていると言えます。

ケアを取り巻く背景と実態
　ケアの現場では、地域が一体となる福祉体制もあります
が、福祉は「運用する人」「制度」「体制」「環境」などが
絡まり合いながら影響しており、それらは施設というパッ
ケージからは十分に抜け出せていないように思えます。福
祉の絡まりのネットワークを施設だけに閉じ込めずにもっ
と広い範囲で対応できないでしょうか。
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提案 /ケアのふるまいを町に開き、日常に内蔵化させる
ケアのふるまいを町に開く03 暮らしの動線の中にあるケアのふるまい04

　パッケージ化されたふるまいを町に開き、町の日常の中
でケアし合える場や機会を提供できないでしょうか。これ
は、施設というパッケージの紐を緩め、町に対してケアを
開くと同時に、ケアする /されるという二項対立的な関係
性ではなく、誰もがする /されることをケアのふるまいを
通じて、知覚し、日常のふるまいを再構築する試みです。

　本提案では、一つの施設を大きく建てるのではなく、暮
らしの動線の中に日常的なスケールとして小さいスケール
でケアの場を提供する。暮らしの動線上にあることで町の
人が気兼ねなく場に入ることができる。

福祉施設 小規模建築① 小規模建築② 小規模建築③
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プログラム /コミュニティナースとケア

　病院で働く人、訪問看護で働く方も「病気になった人」
を対象とするのに対して、コミュニティナ ースは、病気な
のかどうかは関係なく、地域で生活する人を対象に活動し
ます。本提案では、コミュニティナースが各拠点に滞在し、
日常のふるまいの中にケアのふるまいを内臓化させるお手
伝いをします。

　コミュニティナースが各拠点に滞在することで日常のネットワークを組み替えます。日常のネットワークを切り、
ケアのふるまいを持った建築で繋ぎ直すことで新しいケアのふるまいを持った日常のネットワークを構成します。
新しいケアのふるまいをもった日常のネットワークは、町の日常を害することなく、町の人々がケアをしあえる関係
性・関わりしろを作ることができます。
従来の日常のネットワーク
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ケアの日常の新しいネットワーク08

計画敷地 /愛知県名古屋市熱田区宮宿
日常のふるまいが潜む町06

宮宿

三条大橋

日本橋

宮宿

県境

東海道

　かつて魚市場として栄え、日常の中で人の支え合いがあっ
た愛知県名古屋市熱田区の宮宿を計画敷地とします。この
町は高齢化率が高いものの、定住率も高いため、歩く範囲
に町の日常が潜み、人々の関わりが多くありました。しか
し現在は、高齢者をはじめ施設を使用し、デイケアや在宅
ケアを行っている町の人が多く、町の関わり合いはここ 10
年程で隔てられつつあります。

設計手法 /日常のふるまいの抽出とケアのふるまいとの統合

　宮宿に潜む日常のふるまいと施設見学等から得られるケ
アのふるまいの抽出を行い、これらから生まれる建築の形
態を統合することで設計を行います。

日常のふるまいとケアのふるまい07
【日常のふるまい】

【ケアのふるまい】

01　みんなで交流する 02　一人の時間を楽しむ 03　相談・会話

04　ゆっくりする 05　町に出る 06　役割がある

ケアと暮らす日常 　城田茂久　能作研究室

敷地：愛知県名古屋市熱田区
用途：最小文化施設
模型：模型 1/50　敷地模型 1/400



〈日常のふるまい分布図と暮らしの動線〉
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SITE2　社務所×学童保育
学童の帰りに、

マルシェでお買い物しようね！

今からみんなで
お外で遊びましょう！ ゆっくりおちつけるなぁ

今日も学童は元気だねぇ～

今日学童寄ってく！

SITE2 は社務所のリノベーションである。単に社務所を新しい形態へと更新するのではなく、周辺の日常の
ふるまいから、親子の利用、遊び場、学びの場として利用できるため、学童保育を新しい機能として付加した。

犬の散歩
公園にはよく犬の散歩で人が訪れる

人通り
公園が接道している歩道は、通勤・通学、
生活動線であり、人の往来が激しい

公園で遊ぶ親子
大瀬子公園は親子での利用が多く、

親が一緒に遊んだり、子どもの遊びを見守る

お参り
社務所横の神社「水天宮」は町
内の人がよくお参りしに来る。

一人の時間を楽しむ
操作されたフェンス・ブロック塀により、
一人になることができる空間がある

交流
公園と町に開かれた半屋外空間は、
多世代の交流を促す空間になる。

外に出る
町内活動や学童保育をきっかけに
外に出て活動することが増える。

町内活動や学童保育の仕事から、
役割とやりがいを得られる。

役割

新しい日常のふるまいから、外に
出ることを楽しみにする。

外に出る

SITE1　マルシェ×就労移行支援
SITE１は町のマルシェとし、就労移行支援を行うことができる場の提案である。歴史的ふるまいの中で、「やすや」という商店が
町の人にとって日常の一つであったことから、駐車場の用途からマルシェへと新築とした。また、近所にある、障がい者就労支援
のための集合住宅から就労移行する前の準備運動として、町への接点を持ちつつ、就労できるようにしている。

お掃除🎵お掃除🎵 今度、大瀬子公園の社務所
でイベントあるって

部屋に戻る前にちょっと
お買い物する！！

お菓子買って！！

学校の帰りにマルシェで
ゲームしてこ！

人通り
敷地前は国道１号線に接続しており、町で車に乗る人がよく使う玄関。
また、駅や大通りに向かうために多くの人が歩きや自転車で通る。

犬の散歩
公園にはよく犬の散歩で人が訪れる

道でお喋り
道路・歩道関係なしに、多くの人が
道でお喋りして、日常を楽しむ。

駐車場
もともと日当たりの良い駐車場だが、
たまにしか使われていなかった。。。

分団
小学生の分団の集合場所が近い。

またこの道は近くの中学校の動線にもなる。

就労移行支援で簡単な掃除や品出
しから作業に入る。

役割
交流

マルシェから伸びた半屋外空間は、人々の新し
い動線と溜まり場になり関わりしろが増える

外に出る
身近にマルシェができ、町の人は
買い物をここで済ませる。

相談・会話
マルシェで買い物ついでに知り合
いと会ってお喋りもできる。

SITE3　シェアリビング
SITE3 は、グループホーム（GH）に隣接した空き家をGHと町のシェアリビングとする提案である。GHの
裏庭から溢れる生活機能（洗濯）のプライバシー性と町に開くパブリック性の二つの中間になる結節点。

人通り
敷地の向かいには「宮宿」があり、多くの人が散歩やランニング、

犬の散歩などで利用し、人通りの多い空間にある。

犬の散歩
「宮宿」に隣接している道はお散歩コースの定番

道でお喋り
幅の広い歩道では、知り合いと
会えば気兼ねなく喋る日常

分団
小学生の分団の集合場所が近い。

またこの道は近くの中学校の動線にもなる。

GHの人たちがお散歩がてら外に出て気分転換
や、アルコーブでゆっくりする

外に出る 相談・会話
アルコーブのベンチやバルコニーの椅
子で景色を見ながら会話をする。

交流
リビングは土間で、多世代の交流を受け、

様々な用途に対応できる。

外に出る
リビングで行われるGHのバザーに参加し

たり、リビングで過ごしたりする

交流
GHと町の人で時にはお喋りもできる。

設計 /宮宿から生まれる新しいケアの日常の構築


